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 会長報告                横山善英副会長 

◆いよいよ今年も押し

迫って参りました。今

年度はコロナからどうに

か解放されてきました

ね。少しずつ状況が改

善し、インバウンドの旅

行客もコロナ前に近づきつつあり大変嬉しく思います。 

 さて、本日は「大連宣言」を大原次年度会長にお話しし

ていただきます。この宣言は戦前の 1936 年に発されたも

のですが、宣言内容が現在のロータリーにも生きる文言が

数多く含まれております。 

2 月 23 日はロータリー創立の日。2 月 26 日は近衛師

団若手将校によるクーデターが発生した時勢でもあります。

そのような状況下でありながら、ロータリーの行くべき途を

今以上に真剣に取り扱っている点がすごく評価されるもの

と思います。 

 今日はロータリーの神髄を理解し、みんなで考える一日

にしたいと思います。 

 

 幹事報告                  川上 勉幹事 

◆2023.02.10.土曜日 Intercity Meeting が開催されま

す。 

時間：09 時 30 分より 

場所：アルシェ(龍ケ崎)

記念講演：荒井哲郎氏

筑波大学精神医学教

授 研修：「見て覧」の

掲載紹介 ※10 分程 登録費：6,000 円 54,000 円を

送金しました。 

◆2023.11.03.当地区の友好地区である 3292 地区（ネ

パール・ブータン）において大地震が発生しました。会員一

人当たり 500 円 4,500 円を送金しました。 

◆米山奨学会世話クラブの意向調査がきました。 

◆長友会員がロータリー財団寄付 +ＰＨＦ+3 

川上会員がロータリー財団寄付 ＰＨＦ+2 になり、記念バ

ッチが贈呈されてきました。 

◆前期地区分担金（新入会）として 18,700 円を送金しま

した。（大原会員・鈴木会員分） 

第 1193 例会報告（2023.12.15） 

点  鐘 会長 長友芳郎 

国歌斉唱・R ソング それでこそロータリー 

本日のプログラム 大連宣言採択.1936 大原会員 

ゲスト ・ ビジター なし 

疾病予防と治療月間 

■■出席状況 

会 員   9 名 
出席率 100.00% 

出 席 者  6 名 

WEB出席  2 名 Make-up 1 名 

定款第10条(第6-7節除く) 長友会員 

■ニコニコボックス 

目標額 (本年度) 400,000 円 

実績額 本日/累計 9,000円 229,000円 

■MESSAGE 

川上会員 今年も来週Xmasで最終です。 新年会は? 

荒木会員 雨はやんだ様です。楽しく例会を！ 

伊藤会員 
2023年大変お世話になりました。来年もよろしく

お願いいたします。 

海老原会員 
12月15日生まれの性格 遊び心で人生を楽し

む天才 

横山会員 いよいよ年末となりました！ 

■今後の予定 

12/22．金 Xmas例会 ※「樹音」での開催 18：00～ 

12/29．金 《定款第8条第1節d(4)》理事会決議 

01/01．金 《定款第8条第1節d(1)》元日 

01/12．金 《定款第8条第1節d(1)》成人の日 01/09 

01/20．土 日本文化体験研修（相撲観戦）.米山奨学会 

02/10．土 InterCity Meeting 「アルシェ」 

例会の欠席は、水曜日 AM 10:00 までに川上幹事 
TEL 090-3497-0383 に連絡して下さい。≫ 

【通常例会 01.19】 

家族新年会 
（場所：未定） 

会員増強(親睦)委員会 

【移動例会 12.22】 

家族クリスマス会 
（樹音：牛久市） 

会員増強(親睦)委員会 

 

本日のプログラム  

 
次回のプログラム 

 

会  長：長友芳郎  幹 事：川上 勉   連絡先：ＴＥＬ 0297-64-3956   ＦＡＸ 0297-64-3978  http://rcrc.web5.jp 

事務所：〒301-0824茨城県龍ケ崎市下町 2842   例会場：〒301-0857茨城県龍ケ崎市泉町 1592-77  ザ･ゴルフクラブ竜ケ崎 

Ｗeekly News  龍ケ崎中央ロータリークラブ 

        2023｡12｡22  No.01194  RＩDistrict 2820 CLUB 50504 
 

http://rcrc/


 本日のプログラム  

大連宣言採択.1936 

 クラブ管理運営委員長 大原浩行 

◇初めて聞いた「大連宣言」に

ついて色々調べてみました。 

１９２８年（昭和３年）に満州の

大連ロータリークラブを設立時

に副会長に就任した古澤丈作

が２９年（昭和４年）に発表した

５ヶ条からなる宣言です。大連

クラブでは「クラブのロータリー

宣言」として使われていました。 

まず創案した「古澤丈作」の紹

介ですが栃木県の出身で実家は例幣使街道の代々の陣

屋を務めた名家の長男だったそうです。 

◇１９３６年（昭和１１年）に第７０地区（昔の日本の地区）

の地区大会にて神戸クラブの「直木太一郎」が「大連クラ

ブのロータリー宣言は日本文として適切にロータリー精神

を表しているから、これを四つの目的（綱領）に代えて第７

０地区の宣言にしたい」と提案しました。 

これに対し「米山梅吉」は「国際ロータリーの目的は一言

一句変更してはならない」と発言。 

ただ「米山」は「大連宣言と古澤」を大変たたえてはいまし

た。 

そこに京都クラブ会長の「田辺隆二」が「ロータリーの四つ

の目的は英文だから日本語の綱領があってもいいのでは」

と発言、同じ京都クラブの「村田省蔵」が「大連宣言は私

が推奨したので大変立派なもの英訳して目的変更改正を

RI 本部に提案しよう」と発言し地区大会が大もめになった

そうです。そこで大阪クラブの「里見純吉」により「大連宣

言はロータリーの目的ではなくその内容を補足するものだ」

と大会宣言し収拾をしたそうです。 

昭和１１年と言えばあの「二・二六事件」が起こった年です

から国内も軍国主義、国粋主義に染まり始めた時だと思

われます。ロータリアンの中にも少なからずそういう考え方

の人もいたでしょうから「目的変更改正」のような極論が出

たのではないかと思われます。 

さて現在の「大連宣言」はどうゆう扱いになっているのか調

べてみたんですがどこにも載っていません。ということは

「大連宣言」は過去の歴史上の出来事という扱いなのか

なと思われました。 

尚、古澤丈作は１９５２年（昭和２７年）に東京ロータリーク

ラブの会長に就任し外国人留学生のための奨学金制度

「財団法人ロータリー米山記念奨学会」を設立しました。 

 

 

 

 

大連クラブのロータリー宣言 

１． 須（すべか）らく事業の人たるに先立ちて道義の人た

るべし。蓋（けだ）し事業の経営に全力を傾倒するは因っ

て世を益せんがためなり。故に吾人は道義を無視して所

謂（いわゆる）事業の成功を獲んとする者に与せず。 

２．成否を日（のたま）う日に先立ち退いて義務を尽くさん

ことを思い進んで奉仕を完うせんことを念（ねが）う。自ら

を利するに先立ちて他を益せんことを願う。最も能く奉仕

する者最も多く満たさるべきことを吾人は疑わず。 

３．或いは特殊な関係を以て機会を壟断（ろうだん）し、或

いは世人の潔しとせざるに乗じて巨利を博す。これ吾人の

最も忌む所なり。吾人の精神に反してその信条を紊（みだ）

るは利のために義を失うより甚だしきは無し。 

４．義を以て集まり、信を以て結び、切磋し、琢磨し、相扶

け相益す。これ吾人団結の本旨なり。然れども党を以て

厚くすることなく、他を以て拒むことなく、私を以て党する

者にあらざるなり。 

５． 徒爾（いたずら）なる角逐（かくちく）と闘争とは世に行

われるべからず。協力以って博愛平等の理想を実現せざ

るべからず、然り我が同志はこの大義を世界に敷かむが

ために活躍す、吾がロータリーの崇高なる使命茲に在り。

その存在の意義又茲に在す。     （1936） 

 

古澤丈作 （1881-1955） 

栃木県出身。大連ロータリークラ

ブの初代副会長。1905年合名

会社大倉会社に入社1929.年ロ

ータリーの神髄を学び「大連宣言」

として紹介。後に東京ロータリーク

ラブに入会。外国人留学生のた

めに「米山奨学基金」を提唱した

人物である。 

 

渋沢栄一 （1840-1931） 

埼玉県深谷市出身。藍玉の製造

販売と養蚕を経営し算盤の才覚

が顕著であった。幼少から論語を

学び1861年一橋慶喜の家臣とな

りヨーロッパでパリ万国博覧会に伴

ったのが礎となる。 

大蔵省を退官後第一国立銀行の

設立をかわきりに製紙会社、瓦斯会社、鉄道、保険会社

等要所の事業をすべて手掛ける大実業家となる。 

ロータリー歴は無かったが、「論語と算盤」を発行し、職業

奉仕の実践。常に自己研鑽を怠らず。事業には道徳が不

可欠である等ロータリーの理念にすべて当てはまる活動を

して来た人物であり、来年からは経済の功労者として新壱

萬円札として登場する。新渡戸稲造の「武士道」と共に日

本には欠かせない哲学家?であろう。 


